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【公開番号】特開2014-82852(P2014-82852A)
【公開日】平成26年5月8日(2014.5.8)
【年通号数】公開・登録公報2014-023
【出願番号】特願2012-228568(P2012-228568)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｋ   1/27     (2006.01)
   Ｈ０２Ｋ  21/14     (2006.01)
   Ｈ０２Ｋ   1/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｋ    1/27     ５０１Ａ
   Ｈ０２Ｋ    1/27     ５０１Ｋ
   Ｈ０２Ｋ    1/27     ５０１Ｍ
   Ｈ０２Ｋ   21/14     　　　Ｍ
   Ｈ０２Ｋ    1/22     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月4日(2015.9.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　ところで、電動回転機１０のトルクリプルは、３相の場合、１相１極毎の磁束波形に重
畳する空間高調波と相電流に含まれる時間高調波に起因して、電気角で６ｆ次成分（ｆ＝
１、２，３…：自然数）で発生することが分かっている。
　以下に、トルクリプルの発生原因について説明すると、３相出力（電力）Ｐ（ｔ）とト
ルクτ（ｔ）は、角速度をωｍ、各相の誘起起電力をＥｕ（ｔ）、Ｅｖ（ｔ）、Ｅｗ（ｔ
）、各相の電流をＩｕ（ｔ）、Ｉｖ（ｔ）、Ｉｗ（ｔ）とすると、次の式（４）、式（５
）で求めることができる。
　　　Ｐ(t)＝Ｅｕ(t)Ｉｕ(t)＋Ｅｖ(t)Ｉｖ(t)＋Ｅｗ(t)Ｉｗ(t)　　・・・（４）
　　　τ(t)＝Ｐ（ｔ）／ωｍ

　　　　　 ＝[Ｅｕ(t)Ｉｕ(t)＋Ｅｖ(t)Ｉｖ(t)＋Ｅｗ(t)Ｉｗ(t)]　　・・・（５）
　３相トルクは、Ｕ相、Ｖ相、Ｗ相のそれぞれのトルクの和であり、ｍを電流の高調波成
分、ｎを電圧の高調波成分を表すものとし、Ｕ相電流Ｉｕ（ｔ）を次の式（６）と置くと
、Ｕ相トルクτｕ（ｔ）は次の式（７）のように表すことができる。

【数３】
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　また、フラックスバリア１７ｃの軸心側端部までの離隔距離Ｒ２を回転子１２の外半径
Ｒ１と内半径Ｒ３との関係（寸法形状）が０．５６≦Ｒ２／Ｒ１≦０．８４、かつ、０．
５４≦Ｒ３／Ｒ２≦０．８２になるようにすることで、大きなトルクＴを効率よく発生さ
せることができる。
　また、フラックスバリア１７ｃは、回転子１２の外周面までの離隔距離ＤＬｄを回転子
１２の外半径Ｒ１に対して、０．０９８≦ＤＬｄ／Ｒ１＜０．１９４にすることで、大き
なトルクを効率よく発生させることができる。さらに、このフラックスバリア１７ｃは、
好ましくは、０．１２≦ＤＬｄ／Ｒ１≦０．１４かつ１．２≦フラックスバリア開口角θ
１／磁石開口角θ２≦１．７になるように、さらに、ＤＬｄ／Ｒ１＝０．１３９かつθ１
／θ２＝１．５２になるようにすることで、より大きなトルクを効率よく発生させること
ができる。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２７】
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